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筒井哲郎

BWR水位計の機能不全を憂慮する

1．BWR水位計の機能不全

柏崎刈羽原発などBWR型原発では、原子炉水位計の水位が極端に低下すると、基準面器

内の水が蒸発して、正確な水位を示さなくなる。この現象によって、福島第一原発事故の

際に、水位がTAF以下になったにもかかわらず、TAFの上にあるように誤解する事態が発生

した。これは、以後の対処を誤らせる重大な欠陥であったl。

現在、同原発6・7号機の新規制基準適合性審査は合格したが、この欠陥を明確に解消す

る解決方法が示されていない。この状態で再稼働に入ることは、福島第一と同様の事故の

リスクを持ち込むことになる。

この間題については、新潟県技術委員会でもつとに議論されたが、未だに明快な対策が

取られていない。

2．東電の態度

この問題についての現時点（2017年12月）における東電の判断は下記の通りと説明され

ている。

1）新原理の水位計は製品化に向けてメーカーが検討中であるが、直ちに適用できない。

したがって、中長期的対応となる。

2）現在の水位計に温度計を設置して運用。気相部、液層部、水注部で、水の蒸発によっ

て温度がおかしくなることを温度計で把握し、その場合は水位不明として満水に向けた処

置をとるという方法で対処する。実際とは異なる水位を示していると考えられる場合は、

水位不明として満水処置を行う。

3）シビアアクシデント用電源から給電可能な水位計を追加で設置する。

4）水位監視の別手段として、主要パラメータの他チャンネルから水位を推定し、圧力容

器への注水量から水位を推定する2。

5）圧力容器と格納容器の差圧から満水かどうかを推定する。

上記各項目に対する筆者の疑問を以下に述べる。

1東京電力「福島第一原子力発露所事故の経過と教訓および柏崎刈羽原子力発電所の安全対策にっいて」

2012年12月14日　第2回原子力改革監視委員会配布資料、P．別l工0およびp・別十82

追出：左」聖型∴虫nC・J
2東京電力「委員質問への回答」平成23年（2011）10月22日、資料No・4－1、p・3
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2）温度測定で確実に基準面器内の蒸発条件に達したか否かの判断が可能かどうかが、不

3）水位計を多重化しても、原理が同じであれば同時に故障する可能性があるのではない

か。多様化することが必要ではないか。

4）注水量というパラメータから推測することは、たとえば配管の漏れやバイパスがあれ

ば水位測定の代用にはならない。

5）圧力容器と格納容器の差圧で水位を測定できるかどうかを、筆者は判断できない。

3．代替案の信頼性

水位の把握は、過酷事故対策、すなわち核燃料メルトダウン防止のための各種処置を開

始するための起点になる、もっとも大切な指標である。それを直接的に把握する水位計が

なくて、間接方法で推定するのは、信頼性が劣り、メルトダウン対策としては不足である

と考える。直接水位を測定することができずに、間接的な手法で推定するということは、

福島第一一の事故時の原発が持っていたリスクととさして変わらない。既設プラントの安全

目標を重大な炉心損傷は1万炉年に一度、大規模な放射能放出は10万炉年に一度（福島の

場合が該当）というレベルに遠く及ばないのではないが。

この間題は、事故直後から認識されていた過酷事故原因調査の中心的課題であった。そ

して、東電の報告書においても、新潟県の技術委員会でも、強い関心が寄せられていた40‾

そして、間もなく事故発生後満6年間の歳月が過ぎようとしている時期になっても、水位

計システム自体の改善がなされず、周辺設備の状況から読み取れる推測によって水位の判

断で代替しようとしている姿勢は、本格的な欠陥を解決することにはならない。

もし、信頼できる水位計が開発不能であるとすればBWRの原子炉は水位計の信頼できな

い蒸発缶ということになり、そもそも健全な社会には存在を受け入れられない、という結

論になるのではないか。

性能目標について（海外の主な制度の概要）」原子力規制庁、p・6。この設備に関する事故

発生頻度についての要求は「性能目標」と呼ばれている。

3「安全目標

出頭：／′，／ww・｝lSr・gO一融蕪！想004彊4・一班　　　　　　　　　　　　　　　●
4東京電力「福島第一原子力発電所1－3号機の炉心状態について」2011年11月30日、p・18

／′／ww．te

および、前掲注1および注2

2



●I

楽鶏鰯棚萩生主薬懸轡母ゑ

i噂織潮藍言饗澱嵩∴蓮謡蓮籠灘蜜製錬篭 欝棚轄憩組噂髄鵡網膜鴫繁雄蛤

乳紗3讃轍欝離籍拇蕎∴鰻競漕蘭鮮繚薯欒鵜蓮親藩繊鵜紫緋言擬音矧浩漉泰灘

敬譲薮鵠壌い灘靭二息鵬癌窮蛾灘憩藩韓糖謹撰需纏欝哲発し窯狭繚紫難敵醸鮒
翰灘馨嬢繊建灘蟻嘩登れこ鎌蒔擁糠鑓覿灘商機紫吊騎藍態撥藤懸鱒轡蹄薬接続擬

終点議敏繚敵騨熊諒蕃感謝繚鱗書証奮舞紺繁雄高鳴ぺ勧善1蜜、3璃緻謹擁立等

輔弼網島離鰯聴蔚総翻欄癒護㍊詳説移耕瞭諒高畠

薙簸甜離靖高城鈍幸捷醗醗棄灘榛聾覿欝態霊綱塵塩草繚薄喋漆黒毒講

轡、灘轡締薄紫鱗鞠線緻需麗黒瀬薫譲捕縛轢薄絹繍謡薄態溌諦端部熊灘垂簾縫

囲困

麗筆欝　　＿　擬革欝 

驚鱒議i摸態 　　議韓頚欝‾轟 

常葉詰㌔∴撥 

畿鑓鞄輯i 
1－雲茅二㌦げ 

嵩 �悪漢饗籍 鶉憩措 　槻i 

㍗㌻ �持 ‾1－繋 

畷懸欒畿　　　ノ． ��ー擬‾ � 

謙灘が頑強結

響蟻がま笠置電熱
担証印峨同心品中層剛母昭一◆Hbぺ◆高か“◆

襲　繊幣弊泰態艶繊諦擬灘鱒

議錐浅尊

、3


